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１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

（１）学習指導要領から 

【第３学年の目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習指導要領の改訂について（思考力・判断力・表現力等）】 

 社会科改訂の趣旨の中に、『主体的な学びについては、児童生徒が学習課題を把握しその解決への見

通しを持つことが必要である。そのためには、単元などを通した学習過程の中で動機付けや方向付けを

重視するとともに、学習内容・活動に応じた振り返りの場面を設定し、児童生徒の表現を促すようにす

ることなどが重要である。対話的学びについては、例えば実社会で働く人々が連携・協働して社会に見

られる課題を解決している姿を調べたり、実社会の人々の話を聞いたりする活動の一層の充実が期待さ

れる。しかしながら、話合いの指導が十分に行われずグループによる活動が優先し内容が深まらないと

いった課題が指摘されるところであり、深い学びとの関わりに留意し、その改善を図ることが求められ

る。（P.8）』とある。また、『児童生徒が課題を追究したり解決したりする活動の一層の充実が求められ

る。それらは、習得した知識や技能を活用して、調べたり思考・判断したり表現したりしながら課題を

解決する一連の学習過程において、育成されるもの（P.19）』ともある。 

 これまでの問題解決的な学習過程をさらに充実させるためには、主体的・対話的で深い学びを目指し、

より一層他者と協働して進めることが求められる。そのためには、何を学習してきたか、どんなことを

考えてきたかということをわかりやすく他者に知らせることが必要となる。このことからも、思考ツー

ルの活用が必要と考える。 

 

思考ツールを取り入れた授業の工夫 

～第３学年における学び合い活動を通して～ 

 社会的事象の見方・考え方を働かせ、学習の問題を追究・解決する活動を通して、次のとおり資質・ 

能力を育成することを目指す。 

目標（１） 身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と消 

     費生活の様子、地域の様子の移り変わりについて、人々の生活との関連を踏まえて理解す 

るとともに、調査活動、地図帳や各種の具体的資料を通して、必要な情報を調べまとめる 

技術を身に付けるようにする。社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようと 

する態度や、よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うと 

ともに、思考や理解を通して、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員として自覚 

を養う。 

（２） 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、そ 

   の解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したこと 

を表現する力を養う。 

  （３） 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しようとする態度や、よりよい社会を 

     考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに、思考や理解を通し 

て、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養う。 
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（２）印教研社会科研究主題から 

 

 

 

 印教研社会科研究主題の主題設定の理由(３)に、『「自分の考えを、言葉や図などで表現すること」、「相

手にわかるように、自分の考えを表現すること」など単なる知識・技能の習得だけでなく、社会で生か

せる力の育成が各所で課題として挙げられている。児童生徒には、「生きる力」を培う基礎として、社

会的・歴史的な事実をもとに調べ、考え、まとめ、表現する力の向上が求められている。印教研社会科

研究部としては、これらを踏まえ、学んだことを実生活や実社会において、どのように生かすことがで

きるのか、自分にも関われることがあるのではないかと考え続けることができる児童生徒の育成を目指

している。』とある。 

そこで、本研究では、事実をもとに調べたことを、考え、まとめ、表現しやすくするための手段とし

て思考ツールを学習の中に取り入れようと考えた。これまでの社会科研究のとりくみを生かし、思考ツ

ールを活用することによって主体的・対話的で深い学びにつなげることができ、その結果「生きる力」

を培うことができると考え、本研究主題を設定した。 

 

（３）本校の教育目標から 

 本校の学校教育目標は、「学びを生かし、豊かな心とたくましく生きる力を備えた子どもの育成」で

ある。その中で、めざす児童像「問題を見つけ進んで調べる子ども」「学んだことを生活に生かそうと

する子ども」を本研究で具現化することができると考える。 

 

（４）児童の実態から 

 本校は、全校児童５４２名の中規模校である。千葉ニュータウンの建設計画により、昭和５９年の街

開きと同時に入居が始まり開校した。その後、北総鉄道千葉ニュータウン中央駅周辺に大規模マンショ

ンや戸建て住宅が建設され、現在児童は増加傾向にある。学区は、半径１km に入る範囲にあり、その

ほとんどが宅地である。また、千葉県立北総花の丘公園があり、憩いの場となっている。 

本校の児童における社会科の学力は、千葉県標準学力テスト(令和元年度)ではほぼ平均以上である。

しかし、学習態度は全体的に受け身である。関心・意欲が低い学年が多い。また、思考力も低い。授業

の様子からも、問題文の把握を苦にしている児童が多い傾向がある。また、説明することを苦手とする

児童が多い。アンケートから考えると、間違えることを恐れるあまり、様々なことを自由に考えるとい

うことを避けてきたように思う。なお、児童の実態を調査するために実施したアンケート結果は資料の

通りである。（資料編１） 

 本校では、４年前より昨年度まで算数科の研究を行ってきた。算数科では『主体的に取り組み、学び

合う算数科学習をめざして』という主題のもとに進めた。仮説が『表現する力を身につければ、主体的

に取り組むことができ、学び合いが深まるだろう。』ということで、①学習形態の工夫、②問題把握・

解決方法の確認・提示、③個に応じた支援、④発表の仕方の工夫、⑤聞き方のポイントを知らせる、⑥

発問の工夫、⑦ノート作りの工夫、⑧学び合う観点の明確化、という手立てで行ってきた。この算数科

研究を社会科に生かすことができ、特に「⑧学び合う観点の明確化」では思考ツールを活用することで

できると考え、とりくんできた。 

 

よりよい社会の実現に寄与する「生きる力」を培う社会科学習 

～自ら課題を見いだし、自らの考えを表現できる児童生徒の育成を目指して～ 
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（５）先行研究から 

 本研究は、第６８次印旛地区教育研究集会 佐倉市立臼井西中学校 田中一成先生の先行研究を参考

にした。「社会的な見方・考え方を働かせる授業の在り方～思考ツールを使った単元のまとめ～」とい

うことで、見方・考え方を可視化するために思考ツールを用いる、単元のまとめにおいて取り入れる研

究を行っている。課題として、「様々な思考ツールを研究し、その単元を追究する上で適切なものを選

択して使っていく必要がある。マトリックス（表）による比較、データチャート（表）による分類、ス

テップチャートによる推移・時系列、クラゲチャート・イメージマップによる関連付け、自分で使いや

すいように組み合わせ、変形、または新たに開発してもよいのではないか。」としている。ここに着目

して、本研究では『単元に合うもの、使いやすいものを考えて意図的に取り入れればよいのではないか。』

と考えた。 

 

ことから、～～～なるだろうと考え、本研究主題を設定した。 

３ 研究目標 

 学び合う場面において、効果的に思考ツールを取り入れることで、児童が主体的に学習活動にとりく

み、自らの考えを意欲的に表現するようになることを明らかにする。 

 

 

４ 研究仮説及び手立て 

【仮説】 

 

 

 

学習指導要領改訂を受けて、これまでの問題解決的な学習過程をさらに充実させるためには、前述の

通り主体的・対話的で深い学びを目指し、より一層他者と協働して進めなければならない。そのために

は、何を学習してきたか、どんなことを考えてきたかということをわかりやすく他者に知らせることが

必要となるだろうと考え、思考ツールの活用が効果的ではないかと考えた。 

ただ闇雲に授業で扱うのではなく、指導者が必要だと思うところで意図的に取り入れることで効果が

望めるのではないかと考えた。特に、学び合う場面で、その時に必要な情報をまとめることができる思

考ツールを取り入れることで、意欲的に自分の考えを表すことができるだろう。 

 

 

手立て 

① 「農家の仕事」･･･農家を見学してわかったことを出し合う場面。⇒イメージマップの活用 

② 「古い道具と昔のくらし」･･･古い道具を学び、考察する場面。 ⇒ＰＭＩシートの活用 

 

 

本研究における定義づけ 

①「学び合い」について 

   学習指導要領 P.19 教科の目標②課題を追究したり解決したりする活動（学習の問題を追究・解

決する活動）において、『「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性

 学び合う場で効果的に思考ツールを取り入れれば、児童は自らの考えを意欲的に表現するだろう。 
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等」の三つの柱に沿った資質・能力を育成するためには、社会科において児童(生徒)が課題を追究

したり解決したりする活動の一層の充実が求められる。それらは、習得した知識や技能を活用して、

調べたり思考・判断したり表現したりしながら課題を解決する一連の学習過程において、育成され

るもの』とある。ここでは主に学習活動の中でも「調べる」「思考・判断・表現」という過程を考

えるものとする。 

 

 

②「思考ツール」について 

   学習指導要領 P.9～『社会との関わりを意識して課題を追究したり解決したりする活動を位置付

けた学習過程を工夫し、「主体的・対話的で深い学び」を実現するような授業改善を図ること』『社

会との関わりを意識して学習の問題を追究・解決する学習の充実を図り、学習過程において「主体

的・対話的で深い学び」が実現するような指導方法の不断の見直し、改善を図る。』『（第３学年の

目標）社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見られる課題を把握して、その解

決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力

を養う。』とある。これらのことを授業に位置付けるには思考ツールの活用が有用だと考えた。当

時の３年生に教えた思考ツールの種類は資料の通りである。（資料編２） 

 

 

 ③「自らの考えを意欲的に表現すること」について 

   以上①②のことから、習得した知識や技能を活用して、調べたり思考・判断したり表現したりし

ながら課題を解決する一連の学習過程、中でも「調べる」「思考・判断・表現」という過程におい

て、自分の考えをまとめてノートやワークシート・作品等に記述し、それを友達に伝えることを考

えるものとする。具体的には、ワークシート等や授業中の観察を通して見取っていく。 
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５ 研究構造図 

目指す児童像 

 

 

変容の願い 

 

 

 

 

 

手立て 

 

 

 

 

研究主題 

 

 

主題を支える学力 

知識及び技能の習得 思考力・判断力・表現力等の育成 学びに向かう力、人間性等の涵養 

・生産の仕事は、地域の人々の生活と密接な関わりをもって

行われていることを理解している。 

・市や人々の生活の様子は、時間の経過に伴い、移り変わっ

てきたことを理解している。 

・仕事の種類や産地の分布、仕事の工程などに着目して、生産に携

わっている人々の仕事の様子を捉え、地域の人々の生活との関連

を考え、表現している。 

・交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時期による

違いに着目して、市や人々の生活の様子を捉え、それらの変化を

考え、表現している。 

・地域に見られる生産や販売の仕事について、主体的に問題解決し

ようとしている。 

・市の様子の移り変わりついて、主体的に問題解決しようとしたり、

よりよい社会を考え学習したことを社会生活に生かそうとした

りしている。 

※なお、本研究は令和元年度に行ったものを令和２年度にまとめたものです。従って、 

学習指導要領移行期間にあたり、新旧両方の記述があることをご理解下さい。 

 

６－１ 研究実践 

（１）単元名 「農家の仕事」 

（２）単元の目標 

・地域の農家の仕事の様子に関心をもち、意欲的に調べている。農家の仕事と自分たちの生活とのかか

わりを考えようとする。                        （関心・意欲・態度） 

・地域の農家の仕事の様子について、学習問題や予想、学習計画を考え、表現している。農家の仕事の

工夫を自分たちの生活と関連づけて考え、適切に表現している。      （思考・判断・表現） 

・観点に基づいて見学したりインタビューしたり、資料を活用したりして、農家の仕事の様子について

必要な情報を読み取っている。調べてわかったことをノートや作品にまとめている。   （技能） 

・地域には農作物の生産にかかわる仕事があり、自分たちの生活を支えていることを理解している。農

家の仕事に見られる特色や他地域とのかかわりを理解している。         （知識・理解） 

○問題を見つけ進んで調べる子ども     ○学んだことを生活に生かそうとする子ども 

 身近な地域や市区町村の地理的環境、地域の安全を守るた

めの諸活動や地域の産業と消費生活の様子、地域の様子の移

り変わりについて、人々の生活との関連を踏まえて理解しよ

うとする。 

 社会的事象の特色や相互の関連、意味を考える力、社会に見

られる課題を把握して、その解決に向けて社会への関わり方を

選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現し

ようとする。 

 社会的事象について、主体的に学習の問題を解決しよ

うとする態度や、よりよい社会を考え学習したことを社

会生活に生かそうとする。 

・見通しをもたせる。            ・教材・教具の工夫をする。 

・学習形態の工夫をする。          ・導入・まとめの工夫をする。 

・学習方法の工夫をする。 

 ⇒単元の学習に合うと考えた思考ツールを意図的に取り入れる。 

 

 思考ツールを取り入れた授業の工夫 

～第３学年における学び合い活動を通して～ 
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（３）単元計画（１１時間扱い） 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊印西市でつくら
れる作物 

 
 

 

○地域でつくられている作物を探し、つくら
れている場所や量を調べ、気づいたことを
話し合う。【算数科との関連：棒グラフ】 

・市内巡りでたくさんの田んぼを見た。 

・梨園や梨の直売所がある。 

・地図からいろいろな作物がつくられている 

ことがわかった。 

◆既習事項を生か
して地域の作物
を調べさせる。 

◆調べた内容から
疑問をもたせ、次
時へとつなげさ
せる。 

☆<関意態①> 

地域の農家の仕事の様子に関心をも

ち、意欲的に調べようとしている。 

➋➌梨農家の恩田
さん 

 

○梨ができるまでの大まかな流れを調べる。 

○梨作りについて疑問に思ったことを話し
合い、学習問題をつくる。 

・農家の人はどんな仕事をしているのだろ
う。 

・おいしくするための工夫がありそうだ。 

 

 

 

◆梨作りの大まか
なことについて
調べさせ、詳しい
つくり方にはふ
れないようにす
る。 

☆<思判表①> 
地域の農家の仕事の様子について、気

づいたことや疑問について話し合い、学
習問題を見いだそうとしている。 

調
べ
る 

➍恩田果樹園に行
ったよ  

 

○見学の仕方を確認する。 

・観察の仕方 ・質問の仕方 ・記録の仕方 

 【国語科との関連：インタビューの仕方】 

○梨農家である恩田さんの畑を見学し、疑問
に思ったこと、気づいたことをまとめる。 

・木が均等に並んでいる。・雑草が生えている。 

 

◆「まなび方コーナ
ー」を活用する。 

◆梨園で梨作りの
様子を概観する
ことで、より詳し
く知りたいこと
をまとめさせる。 

 

☆<思判表①> 

見学でわかった農家の仕事の様子か

ら疑問に思うことを見いだして、詳しく

調べる観点を明確にしている。 

➎➏くふうがいっ
ぱいの梨作り 

  
 

 

○疑問に思ったことを整理して農家の方に
質問し、わかったことをメモする。 

・土づくり   ・農薬、水やり 

・機械の使用  ・支柱や網 

◆質問する内容を
事前にまとめさ
せておく。 

☆<技能①> 

観点に基づいて見学をし、インタビューしたり

資料を活用したりして、農家の仕事の様子につい

て必要な情報を読み取っている。 

☆<知理①> 

農家の仕事について理解している。 

➐➑梨作りの1年 
  

 

○梨を育てる1年間の仕事について農家の方
に話を聞き、わかったことや考えたことを
話し合う。 

・様々な種類（品種）がある。 

・売るのは夏から秋だが、仕事は１年間ある。 

・自然のめぐみを生かして作業している。 

 

 

◆仕事の内容を年
間のカレンダー
にして、視覚的に
とらえさせる。 

◆収穫の時期を品
種によってずら
していることを
おさえる。 

 

☆<知理①> 

農家の方の工夫や努力によって、自分たちの生

活が支えられていることを理解している。 

☆<技能②> 

調べてわかったことをノー 

トや作品にまとめている。 

学習問題 梨農家の恩田さんは、梨をおいしくつくるために、どのような仕事をし
ているのでしょうか。 ➋➌ 

 

 

印西市では、いろいろな作物がつくられている。 ➊ 

印西市では、ど

んな作物がつくら

れているのでしょ

うか。 

 

梨農家見学をす

るにあたり、見た

いこと聞きたいこ

とから、学習問題

をつくりましょ

う。 

梨農家では、おいしい梨をつくるために，自然条件を生かし
たり安全や効率を考えたりするなどの工夫をしている。➎➏ 

梨作りには、ど

のような工夫があ

るのでしょうか。 

梨農家では、1

年間どのように仕

事をしているので

しょうか。 

果樹園では、ど

のように梨がつく

られているのでし

ょうか。 
おいしい梨をつくるため、均等に木を

植えている。土作りを工夫している。➍ 

梨農家では、自然条件を生かし、季節に
合わせて育てている。➐➑ 

【ここで活用！】イメージマップ 

農家見学でわかったことを出し合い、

どんどんつなげていった。（資料編３） 

イメージマップを取り入れた意図は？ 

・国語科との関連を図ることができる。 

（３年下巻に出典）。 

・見学時の写真と対応させやすい。 

・見学の様子を思い出させやすい。 
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➒➓いよいよとり
入れ 

  
 

○梨の収穫と出荷について調べる。 

・1つずつ手作業で収穫する。 

・選果と箱詰めは家族や従業員で協力する。 

・ほとんどの梨は直売所で売られ、買われた
梨は宅配便で全国各地に配送される。 

 

◆他地域、外国とも
つながっている
ことを明らかに
する。 

 

☆<知理②> 

農家の仕事に見られる特色や他地域とのかかわ

りを理解している。 

 

ま
と
め
る 

⓫ノートにまとめ
る 

 

○これまでに調べたことを発表して、ノート
にまとめる。 

・梨作りの工夫 ・収穫時期の工夫 

・取り入れ、送り先 

◆調べた内容を整
理して、ノートに
まとめさせる。 

◆学習問題につい
てまとめをする。 

◆さらに調べたい
ことは、今後は総
合で調べていく
ことを伝える。 

☆<思判表②> 

農家の仕事の工夫を自分たちの生活と関連づけ

て考え、適切に表現している。 

☆<関意態①> 

農家の仕事と自分たちの生活とのかかわりを考

えようとする。 

 

６－２ 研究実践 

（１）単元名 「古い道具と昔のくらし」（令和元年度の実施により旧教科書の内容） 

（２）単元の目標 

・古くから残るくらしにかかわる道具やそれらを使っていたころのくらしの様子に関心をもち、地域の

人々のくらしの変化について意欲的に調べている。             （関心・意欲・態度） 

・道具の変化とくらしの変化を関連付けたり、古い道具を使っていたころのくらしと今のくらしを比較

したりして、人々のくらしの知恵を考え、適切に表現している。      （思考・判断・表現） 

・古い道具の使い方を体験したり、博物館などで昔のくらしの様子を見学したりして、地域の人々のく

らしの変化について必要な情報を集め、読み取っている。               （技能） 

・古くから残るくらしにかかわる道具、それらを使っていたころのくらしの様子を理解している。 

（知識・理解） 

（３）単元計画（８時間扱い） 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊身のまわりの古
い道具  

 
 

 

○身のまわりにある古い道具さがしをする。 

・ ランプ ・洗濯板とたらい ・ 昔のアイロンなど 

○見つけた古い道具について、よく知る人に
話を聞く。・どのようにして使っていたのか 

○古い道具について、わかったことや感じた
ことを話し合う。 

・ 道具の名前 ・どんなことに使われたか 

・ いつごろ使われたものなのか 

・材料は何か ・ どんな色か  

◆道具の持ち主等
に話を聞く。 

◆古い道具につい
て、わかったこと
や疑問をノート
に記録させる。 

☆<関意態①> 
古くから残る道具に関心をもち、その道

具をよく知る人の話を聞いて意欲的に調
べている。 

➋➌古い道具を体
験する  

（洗濯板を使った
洗濯の体験） 

 

○古い道具の使い方について説明を聞く。 

○古い道具を使ってみる。 

・ 洗濯板を使って、自分の靴下やハンカチなどを洗う。 
○古い道具を使ってわかったことや感じた

ことを話し合い、学習問題をつくる。 

・ 昔と今の洗濯の違い 

・ 洗濯板で洗濯をしていたころのくらしの様子 など 

 

 

 

◆実際に洗濯板を使い、
洗濯のたいへんさや
道具の工夫などを感
じ取らせる。 

◆昔と今のくらしの違
いに着目させ、学習問
題づくりを行う。 

☆<思判表①> 
古い道具の使い方について説明を聞

いたり、体験したりしたことから、わか
ったことや感じたことを話し合い、学習
問題を見いだそうとしている。 

今 ま で の 学 習

で、わかったこと

をノートにまとめ

てみましょう。 

（1時間） 

梨の取り入れは、手作業で行われている。取り入れた梨は、市内
だけでなく、他の県にも送られる。➒➓ 

どのようにとり

入れて、どこに送ら

れるのでしょうか。 

梨農家では、土づくりをしたり、品種
を変えて収穫時期をずらしたりするな
ど、おいしい梨をつくるために様々な工
夫をしている。 ⓫ 

学習問題  道具のくふうによって、人々のくらしはどのようにかわってきたのでしょうか。 

 

 

わたしたちの身のまわりには、くらしに
使われた古い道具が残っている。➊ 

わたしたちのま

わりには、どんな

古い道具があるで

しょうか。 

古い道具を体
験して気づいた
ことを話し合い、
学習問題をつく
ろう。 
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調
べ
る 

➍昔のくらし 
  

 

 

○絵を見てわかったことをノートに書く。 

・ 使っている道具 ・仕事の様子 

・ 家のつくり   ・着ているもの など 

○昔と今のくらしの違いを話し合う。 

・ どこがどのように違うか。 

・ くらしの様子が違う原因は何か。 

・わからないことや、もっと知りたいことは何か。 

◆絵の中から、まずは、
古い道具に着目させ、
何をどのように使う
かを話し合うように
する。 

◆古い道具を使ってい
る様子や家のつくり、
着ているものなどか
ら、そのころのくらし
の様子について話し
合うようにする。 

☆<技能①> 
古い道具や昔のくらしの様子につい

て、絵から読み取っている。 

☆<知理①> 
古くから残るくらしにかかわる道具、

それらを使っていたころのくらしの様
子について理解している。 

➎➏道具からくら
しの様子を調べ
る 

  
 

○昔のくらしを調べる。 

・ 昔の家のつくり ・使われていた道具 

・ くらしの様子 など 

○道具メモにまとめる。 

（道具メモの内容）・道具の名前 

・ いつごろ使われていたか ・使い方 

・その頃のくらしの様子  ・工夫 

 

  

◆道具の使い方や
移り変わりだけ
でなく、道具とと
もにくらしも変
化してきたこと
に着目させる。 

☆<思判表②> 
道具の変化とくらしの変化を関連付

けながら、人々の願いや工夫について考
え、道具メモなどに表現している。 

☆<知理②> 
道具やくらしの変化は、人々の願いや

工夫によるものであることを理解して
いる。 

ま
と
め
る 

➐➑くらしのうつ
りかわり 

  
 

○調べたことをもとに、道具年表をつくる。 

・ 道具の移り変わり ・くらしやできごと 

○道具年表を見て、わかったことや考えたこ
とを話し合う。 

・ 道具の改良 ・くらしの向上 

・人々の願いや努力があって道具が変わり、
くらしも便利になってきた。 

 

◆道具年表のつくり方
を、しっかりとおさえ
る（「まなび方コーナ
ー」を活用）。 

◆道具やくらしは、人々
の願いや知恵、努力に
よってよりよくなっ
てきたことについて
考えさせ、これからも
さらに改良・向上させ
ていきたいという思
いをもつようにする。 

 

☆<技能②> 
道具やくらし、できごとなどについて

調べたことを年表にまとめている。 

☆<関意態②> 
昔の人々の知恵や努力によってくら

しが向上してきたことに気付き、今後の
よりよい発展について考えようとして
いる。 

 

 

 

 

 

 

 

お年寄りが子どものころ（80～60 年前）
は、いろりやかまど等の昔の道具を工夫
して使っていた。➍ 

昔も今も、くらしをよりよくしようとする人々の願いによっ
て、道具は様々に工夫され使われている。➎➏ 

昔のくらしは、

どのような様子

だったのでしょ

うか。 

道具は、くらし

の中でどのよう

に使われている

のでしょうか。 

道具とくらし

のうつりかわり

を道具年表にま

とめてみましょ

う。 （2時間） 

身のまわりの古い道具には昔の人の生
活の知恵や工夫がこめられており，道具
の変化とともに地域のくらしも変化し，
便利になってきた。➐➑ 

【ここで活用！】ＰＭＩシート 

古い道具のよいところ，よくないとこ

ろ，おもしろいと思ったことや感想を

シートにまとめた。 

【ここで活用！】ＰＭＩシート 

現在の道具のよいところ，よくないところ，おもしろいと思ったことや感

想をシートにまとめて，古い道具のシートと比較した。 

くらしが向上してきたことや知恵や努力に気付くことができた。 

（資料編４） 

ＰＭＩシートを取り入れた意図は？ 

・今と昔のくらしの違いに着目させ

やすいと思った。 

・人々の願いに迫りやすいと考えた。 
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７ 仮説の考察 

 仮説である「学び合う場で効果的に思考ツールを取り入れれば、児童は自らの考えを意欲的に表現す

るだろう。」を深く考えてみると、ワークシートや作品・ノートの記述（資料編４・５）から、児童は

概ね自らの考えを意欲的に表現していたと考える。焦点化することができ、やるべきことが明確だった

からではないかと推察する。また、自分や友達の考え方が可視化されたことでも分かりやすくなったの

ではないかと考える。 

 一方で、事後にとったアンケート（資料編１）から「④自分の考えをまとめること」については伸び

悩んだ。理由を見ると、「時間が掛かってしまい得意ではない。」「面倒臭い。」「考えることが難しい。」

「考えている途中でよく分からなくなってしまう。」「どんなことをしても恥ずかしい。」と書かれてい

る。もう少しハードルを下げてあげられるような手立ての工夫や他教科とのさらなる関連付けを考えな

ければならないと感じた。 

 

【思考ツールの活用についての考察】 

（１）見方や考え方が目に見える形に表れる（可視化）ので，わかりやすく，交流しやすかった。印西 

（２）狙いを絞りやすくなり，問題把握をさせやすくなる。焦点化しやすかった。 

（３）考えを深められやすい。自由にシートに記述することができ，豊かな発想が生まれやすいと感じ

た。また、書いたシートを思考ツールの型に当てはめることもできる。 

 

８ 研究のまとめ 

＜成果＞ 

・単元のどの場面で思考ツールを取り入れようかと考えることから教材研究を深めることにつながった。

児童の取り組み方や反応を予想し、授業を組み立てていくことはとても大切だと改めて実感した。 

・思考ツールを知ることで、「主体的・対話的で深い学び」の授業改善につなげられると感じた。それ

には、それぞれの思考ツールの特性をつかみ、適切に活用していくことが大切だと考える。 

＜課題＞ 

・３年生の社会科は、社会科学習の導入段階である。これまで学習してきた生活科との関連を図りつつ、

初めて学習する社会科に対する学習の仕方を身に付けさせることが大切であると感じた。 

・社会科だけで本研究の思考ツールを使いこなすことは難しい。紙面の都合上省略したが、失敗も多く

あった。（思考ツールの認識が深まっていない段階での使用。⇒練習が必要。何をどのように書いた

らよいか分からない児童への対応。⇒手本のような書き方の例示が必要。）社会科だけで何とかしよ

うとせず、他教科との関連を図ることがより一層重要であると感じた。 

・「GIGA スクール構想」により、一人一台端末の整備が図られた。今回の研究はそれ以前だったので、

アナログ的なアプローチが多かったが、今後はデジタル的にアプローチできるところは変えていけば

さらに研究を深められると思う。 

【参考文献】 

・小学校学習指導要領解説社会編 文部科学省 

・主体的・対話的で深い学び」を実現する社会科授業づくり 北俊夫 2018 年 9 月 明治図書 

・「小学校新社会科の単元＆授業モデル」 石井正広 他       2018 年 9 月 明治図書 

・考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 田村学 他   2013 年 8 月 小学館 

・「深い学び」で生かす思考ツール 田村学 他                    2017 年 2 月 小学館 
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１ アンケート結果 

 

（１）児童アンケート 

 ①自分の考えをノートに書くことは好きか  肯定的：７７％  否定的：２３％ 

 ②友達の考えを聞くことは好きか      肯定的：９４％  否定的： ６％ 

 ③自分の考えを友達に伝えることは好きか  肯定的：８０％  否定的：２０％ 

 

 ④自分の考えをまとめることは好きか【事後】肯定的：７３％  否定的：２７％ 

 （理由）【肯定的】・みんなに発表するとうれしい気持ちになる。 

         ・考えを見せるときに自分の考えが言える。友達が分かってくれる。 

         ・友達に見てもらえる。いろいろなことが分かる。 

         ・考えがまとまるときは好き。自分でも分かりやすくなる。役立つ。 

         ・考えを整理することができる。 

     【否定的】・やっぱり難しい。書いたり考えたりするのは難しい。 

         ・書くのが面倒臭い。時間が掛かるので得意ではない。 

         ・考えている途中でよく分からなくなってしまう。 

         ・やっぱり少し恥ずかしい。 

          

 ⑤思考ツールを活用した授業はどうか【事後】肯定的：９４％  否定的： ６％ 

 （理由）【肯定的】・分けたりつなげたりするのがおもしろい。 

         ・つながりが分かりやすかった。見た瞬間に分かる。 

         ・分からなかったことが分かるし、友達の考えたことが分かる。 

         ・忘れてもすぐに思い出せる。 

         ・考えをまとめやすかった。そこから発表できた。 

         ・考えを広げることができた。 

         ・使いやすかった。いろいろと書けた。 

     【否定的】・どれがどれだかよく分からなくなる。 

 

（２）保護者アンケート 

 ①子どもは進んで学習にとりくんでいるか  肯定的：７８％  否定的：２２％ 

 ②進んで家庭学習にとりくんでいるか    肯定的：８２％  否定的：１８％ 

 ⇒この結果から、８割程度の児童は学習に対して意欲的にとりくむことができている。 

また、（１）の結果を見ると、友達の考えを聞くことはよくても、いざ自分の考えを 

書き表し、それを友達に伝えるとなると意欲が低下する。いかに、考えて伝えること 

に対するハードルを下げることができるかがポイントとなる。 
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２ 思考ツールについて 

（考えるってこういうことか！「思考ツール」の授業 田村学 他   2013 年 8月 小学館発行 参照） 
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３ イメージマップについて 

 梨農家見学について思い出すために、見学時の写真を見せながら、思いついたことを書いた。 
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４ ＰＭＩシートについて 

 ①古い道具についての考察場面 ⇒様々な視点で物事を見ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラス面 

それまではランプが無かったところに

ランプができたことの良さが理解でき

ないとここには書けない。 

 

マイナス面 

現在の明かりとの比較ができないと 

こちらも書けない。 

資料５ 
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 ②今と昔の道具の違いについて考えた場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③まとめで再活用 
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④農家の仕事でのＰＭＩシート（まとめで活用） 
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５ ワークシート（道具年表）の感想欄から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⇒くらしの違いについて考察している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒今の便利さ、昔の不便さという視点だけでなく、昔の道具の優れた点にも着目している。 

資料９ 


